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会長挨拶� 会　長　東　　宗徳
　皆さんこんにちは。初冬を迎えて、やっと本州の山々でも初
冠雪の便りが聞かれます。今週は一日の中でも天候の変化が
大きい気がします。晴れていると思ったら急に雨が降ったり、
風が吹いたり、日中はぽかぽか陽気でも、朝晩は気温がぐっ
と下がり、冬の訪れを感じるこの頃です。インフルエンザもシー
ズンに入ったようですが、皆さんワクチンの接種はお済みです
か？�風邪など引かないように注意してください。
　さて、先日の地区大会で聞いた「ロータリーとはＡＩ（人工
知能）でできないこと」が未だ頭に残っていますが、今日は医
療にまつわるＡＩの話です。「がんのゲノム治療」を長年にわた
り世界の第一線で研究してきた中村祐輔氏は「医療が先進
化・高度化する中で、医療現場の負担が増している。これか
らＡＩなしでは医療が難しくなっていく。ＡＩは医療の質の向
上にも必要だ」と強調されています。医療現場で必要なＡＩ機
能としては、①正確な画像診断・病理診断補助：日本はＣＴ
やＭＲＩなど検査機器が多いが、放射線科医が少なく、病理
検体の数が増加するも病理医が少ない現状があげられ、ＡＩ
を用いた診断支援の重要性。②患者に起こる危険な兆候の察
知：ウェアラブル機器を用いて心電図や心拍数など取得、そ
の変化から本人の異変をいち早く察知して、救急搬送システム
に自動送信し、早期治療や後遺症を残さない回復が期待でき
る。③薬剤の誤投与・画像データの見落とし回避：電子カル
テにアラート機能を付加することで、検査結果の見落としや薬
の取り違えなど医療現場のミスの防止に役立つ。④多様な病
気の背景に応じた個別化医療：ゲノム（遺伝子）情報に基づい
て患者ごとに効きやすい薬剤や治療法を選択する医療が実現
できる。また、電子カルテの導入以降は、「医師は患者さんで
なくパソコン画面ばかり見ている」と揶揄されていますが、音
声入力で患者さんとの会話をテキスト化して電子カルテに自
動入力するＡＩの活用は「患者さんの話をよく聞き、患者さん
をよく診る」という患者さんと向き合う診療時間の確保にも役
立つとされます。
　昔より特に外科医を言い表す言葉として「鬼手仏心」という
言葉があります。医者は患者の体を切って開くが、それは患
者を救うためである。手で行うことは残酷でも、心は慈悲心
があるという意味ですが、ＡＩによるロボット支援手術が行
われる時代になっても、「医は仁術」と共に、ＡＩが「ロータ
リー」と同様にもっとも不得意としているところです。
他ＲＣ出席 �小林君・大熊君・渡邉（秀）君（11.13 沼津柿

田川）
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服部君、石川君、小林君、楠木君、
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杉山君、辻君、塚本君、恒吉君、
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11月29日（金）
　イニシエーションスピーチ
� 会　員　　今田　孝司君

会員誕生日　吉野　聖一君
配偶者誕生日　大友美穂子様（保志君）
結婚記念日　渡邉　真司君

12月6日（金）
　年次総会　団欒例会
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消防設備の
維持管理について
 会　員　　大石　昭裕君

職業卓話

１ ．例会変更のお知らせ
　富士山吉原…12/19（木）は夜間例会
２ ．11/16（土）静岡第2グループ第₃回会長幹事会
　⇒東会長・渡邉幹事　2名出席予定
３ ．11/1₇（日）インターアクト指導者講習会
　⇒上田青少年委員長　出席予定
４ ．1/19（日）静岡第2グループＩＭのご案内と出欠

のお伺い　1₀/25ポストイン済

今田君…結婚記念のお祝いありがとうございます。
野口君…本日打合せのため早退させていただきます。
大石君…今日は、皆さんの貴重な時間をいただき話
をさせていただきます。忍耐を！
積君…家内の誕生祝いありがとうございます。私に
とって一番大切な日です。

　消防用設備の設置維持については、消防法を筆頭
に消防法施行令、消防法施行規則等の消防関係法
令によって定められています。消防用設備は大きく
「消火設備」、「警報設備」、「避難設備」等に大別で
き、それぞれ様 な々設備がありますが、設置の有無、
どの消防用設備を必要とするかは、対象となる防火
対象物の「用途」が重要となります。「消防法施行令
別表第１」では、防火対象物を「用途」別に様々分類
しています。また、防火対象物の構造・延べ面積面
積・規模・収容人数や無窓階の有無等により、設置
すべき消防用設備の種類が決定します。
　また、設置された消防用設備は、やはり消防法の
定めにより、定期点検が義務付けられています。防
火対象物の用途により1年に1回もしくは3年に1回、
消防長もしくは消防署長に点検結果報告書を提出
しなければなりません。点検によって不備があれば
整備し機器の性能を維持することも義務付けられて
います。
　沖縄の首里城が残念ながら火災により焼失しまし
たが、消防設備設置の有無、点検実施の有無、設備
が正常に作動したのか、不備がなかったかが問題と
なっています。火災の大小にかかわらず、常に問題に
なるのは出火原因と維持管理がどうであったかです。
　消防用設備は設置者にとっては何ら生産性を有す
る設備ではありません。むしろ定期点検の実施や、経
年劣化等による機器の不良整備・取替によって支出
を余儀なくされるものです。それゆえに疎かにされ、
放置されたりもしますが、火災はいつどこで、どんな
原因で起こるかはわかりません。「生命、身体及び財
産を火災から保護するとともに…社会公共の福祉の
増進に資すること」との消防法の目的を念頭に、法令
遵守、法令に沿った消防用設備の設置・点検・維持
を防火対象物の関係者に勧め、協力することが、こ
の業界に身を置く者としての職業奉仕と思いたい。
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四つのテスト
- THE FOUR WAY TEST -
言行はこれに照らしてから

Of the things we think, say or do

Ⅰ　真実か　どうか
　　Is it the TRUTH ?
Ⅱ　みんなに公平か
　　Is it FAIR to all concerned ?
Ⅲ　好意と友情を深めるか
　　 Will it build GOODWILL and 

BETTER FRIENDSHIP ?
Ⅳ　みんなのためになるか　どうか
　　 Will it be BENEFICIAL to all 

concerned ?

ロータリーの標語　　超我の奉仕　Service Above Self




